
郷土四市の地域を結び、繋ぐ

伏見稲荷大社　撮影：加藤 忠廣 氏

http://www.nk-net.co.jp/kadoma/

C O N T E N T S

公益社団法人  門 真 納 税 協 会
（守口市・門真市・大東市・四條畷市）

239号

2013年（平成25年）1月1日号

01　年頭挨拶（彦惣会長・横林署長）
02　平成24年度納税表彰受彰者
03　〜特集01〜

ふるさと人物紀行
すてきな人たち（青木 豊彦さん）

05　ひろば　「国旗の由来」 北山 顕一さん
06　らうんじ　「今を生きる」 藤川 裕史さん
07　税だより（門真税務署の確定申告会場は）
08　税だより（確定申告相談会場）

09　税だより（公的年金を支給等されている方へ）
10　税だより（北河内府税事務所からのお知らせ）
11　四條畷シリーズ

名所百景ところどころ（街道めぐり）
12　四條畷シリーズ

味めぐりワンダーランド（活麺富蔵）
13　税を考える週間報告
14　部会だより

門  真  納  税  協  会 検  索



年　頭　挨　拶
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会
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長
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林
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郎

　

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
納
税
協
会
会
員
の
皆
様
に
は
心
新
た

に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

　

ま
た
、
門
真
税
務
署
は
じ
め
関
係
各
位

に
は
日
頃
か
ら
納
税
協
会
活
動
に
格
別
の
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
協
会
は
、一昨
年
に
公
益
財
団
法
人
に

移
行
し
ま
し
た
が
、一般
社
団
法
人
の
時
代

を
含
め
て
創
立
以
来
四
十
三
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
常
に
協

会
員
ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
よ
う
協
会
活
動
と
し
て
各
種
の
取
り
組

み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

納
税
協
会
の
役
割
は
、「
税
知
識
の
普
及

と
納
税
道
義
の
高
揚
並
び
に
税
の
提
言
に

関
す
る
事
業
」
や
「
地
域
企
業
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
事
業
」
な
ど
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
役
割
を
よ
り
具
体
的
に
展
開

す
る
た
め
に
六
事
業
部
会
（
総
務
・
広
報
・

法
人
・
個
人
・
間
税
・
青
年
）
を
事
業
運

営
母
体
と
し
て
、
内
容
を
充
実
さ
せ
つ
つ
公

益
性
の
高
い
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

門
真
納
税
協
会
の
事
業
部
会
活
動
が
非

常
に
活
発
且
つ
有
意
義
で
あ
る
と
の
評
価
を

頂
け
る
の
も
、
役
員
・
会
員
皆
様
の
こ
う
いっ

た
活
動
の
お
陰
で
あ
り
、
重
ね
て
お
礼
を
申

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

平
成
25
年
の
新
春
を
迎
え
、
公
益
社
団
法

人
門
真
納
税
協
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
か
ら
適
正
な
申

告
納
税
の
推
進
と
納
税
道
義
の
高
揚
の
た

め
、
多
大
な
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
と
と

も
に
、
税
務
行
政
全
般
に
対
し
ま
し
て
も
、

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
お
陰
を
も
ち

ま
し
て
、
署
務
運
営
は
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
こ
と
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、「
税
知
識
の
普

及
」、「
適
正
な
申
告
納
税
の
推
進
」
及
び

「
納
税
道
義
の
高
揚
」
を
図
る
と
い
う
目

的
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
会
員
、
非
会

員
を
問
わ
ず
、
全
て
の
納
税
者
を
対
象
と

し
た
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
、
税
務
行
政

の
円
滑
な
運
営
に
つ
い
て
、
な
お一層
の
御
理

解
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
ｅ

–

Ｔ
Ａ
Ｘ
の
普
及
拡
大
は
、

納
税
者
の
方
々
に
と
っ
て
利
便
性
が
あ
る
と

同
時
に
、
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
及
び
効

率
化
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
重
要
課
題
と

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
は
、
デ
フ
レ
経
済
、
少
子
高
齢
化
、

情
報
革
命
（
Ｉ
Ｔ
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
新
興

国
の
台
頭
な
ど
、
企
業
環
境
・
社
会
構
造

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

納
税
協
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に

あ
っ
て
も
、
会
員
相
互
の
ふ
れ
あ
い
、
研

修
会
な
ど
の
広
範
な
協
会
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィへ
情
報
を
提
供
す
る
媒

体
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
企
業
の
皆
様
に
は
、
当
会
の
理
念

や
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
研

修
会
や
講
習
会
を
は
じ
め
公
益
性
の
高
い

事
業
活
動
を
異
業
種
交
流
の
場
と
し
て
と

ら
ま
え
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

情
報
を
共
有
し
、
人
脈
を
拡
げ
、
企
業
経

営
の一助
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
未
加
入
の
方
々
に
も
こ
の
よ
う
な
主

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
是
非
お
仲
間
と
し

て
ご
入
会
い
た
だ
く
よ
う
勧
誘
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

協
会
活
動
への
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
取
組
む
所
存
で
あ
り
ま
が
、
私
ど
も
の

力
だ
け
で
は
到
底
な
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、

皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
が
あ
って
は
じ

め
て
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
な
お

一層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
間
も
な
く
平
成
24
年
分
の
所
得

税
・
贈
与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。　

　

本
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
守
口
門

真
商
工
会
館
を
確
定
申
告
会
場
と
し
ま
し

て
、
２
月
４
日
か
ら
申
告
書
の
受
付
や
作
成

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

納
税
者
利
便
の
確
保
と
申
告
会
場
の
円

滑
な
運
営
の
た
め
、
本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、

門
真
納
税
協
会
の
個
人
部
会
の
皆
様
方
に

は
、
地
区
相
談
会
場
で
の
受
付
事
務
等
に
つ

き
ま
し
て
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
円
滑
な

会
場
運
営
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
御
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
門
真

納
税
協
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
御
事
業
の
御
繁
栄
並
び
に
御

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

01年頭挨拶



02 納税表彰式

納税表彰式

　

菊
花
薫
る
十
一
月
十
六
日
㈮
、
平
成
二
十
四
年
度
納
税
表
彰
式
が
ホ
テ
ル
ア
ゴ
ー
ラ

大
阪
守
口
に
於
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
受
彰（
贈
）さ
れ
ま
し
た
方
は
、
多
年
に
わ
た
り
各
団
体
の

事
業
活
動
を
通
じ
て
、
組
織
の
拡
大
・
育
成
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
申
告
納
税
制

度
の
普
及
･
発
展
及
び
納
税
動
議
の
高
揚
に
極
め
て
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々

で
す
。

　

◆
今
回
の
栄
え
あ
る
受
彰（
贈
）は
次
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
･
敬
称
略
）

平
成
二
十
四
年
度 

納
税
表
彰
式

晴
れ
の
受
彰
者

乾　
　
　

 

治　

男

田　

中　

 

省　

吾

中　

𡌛　

 

昭　

二

𠮷　

村　

 

賢　

二
納
税
協
会　

常
任
理
事

納
税
協
会　

常
任
理
事

納
税
協
会　

理
事

納
税
協
会　

理
事

奥　

田　

 

進　

久

川　

端　

 

三　

雄

西　

田　

 

義　

次

三

ツ

井　

 

隆
青
申
連　

常
任
理
事

青
申
連　

理
事

大
東
青
申
会　

総
代

守
口
青
申
会　
　

理
事

今 

平　
 

泰 

宏

加 

島　

 
誠 

一

北 

本　

 

民 
治

田 

中　

 

義 
広

納
税
協
会　

理
事

納
税
協
会　

理
事

納
税
協
会　

代
議
員

納
税
協
会　

常
任
理
事

池　

田　

 　
　

實
納
貯
連　

会
長

市 

川  

道 

人

清　

水　

 

伸　

洋

田　

伏　

 　
　

平

中　

井　

 

利　

幸

秦　
　
　

 　
　

清
納
税
協
会　

理
事

納
税
協
会　

理
事

納
税
協
会　

理
事

納
税
協
会　

代
議
員

納
税
協
会　

理
事

今　

西　

 

章　

泰
納
貯
連　

副
会
長

一　

鷓　

 

忠　

志

北　

野　

 

孝　

子

西　

本　

 　
　

修
納
貯
連　

理
事

納
貯
連
女
性
部　

委
員

四
條
畷
納
貯　

理
事

門
真
税
務
署
長
納
税
表
彰

門
真
青
色
申
告
会
連
合
会
会
長
感
謝
状

門
真
税
務
署
長
感
謝
状（
Ｈ
24
・
５
受
贈
）

大
阪
国
税
局
長
納
税
表
彰（
Ｈ
24
・
11
・
１
受
彰
）

公
益
社
団
法
人

 

門
真
納
税
協
会
会
長
感
謝
状

近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

 

会
長
感
謝
状

門
真
税
務
署
管
内

 

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
表
彰

厳粛に行われた納税表彰式

晴れの受彰者の方々



03特集 1　ふるさと人物紀行　すてきな人たち

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
５
年
大
阪
府
生
ま
れ（
67
歳
）、高
校
卒
業
後 

父
が
経
営
す
る
青
木
鉄

工
所
に
入
社
、１
９
７
９
年
、社
名
青
木
鉄
工
株
式
会
社
と
変
更
し
、専
務
取

締
役
に
就
任
、１
９
９
５
年
、社
名
を
株
式
会
社
ア
オ
キ
と
変
更
し
、二
代
目

社
長
に
就
任
、大
阪
府
海
外
交
流
研
究
会 

会
長
に
就
任
、１
９
９
７
年
、ボ
ー

イ
ン
グ
社
の
認
定
工
場
と
な
る
、２
０
０
８
年
５
月
、有
限
責
任
事
業
組
合
航

空
宇
宙
開
発
ま
い
ど
設
立
、会
長
就
任
２
０
０
９
年
１
月
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
よ
り
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
Ｈ

−

Ⅱ
A
で
人
工
衛
星「
ま
い
ど
１
号
」の
打
上
げ

に
成
功
、２
０
１
２
年
５
月
四
條
畷
市
観
光
大
使
を
拝
命

若
者
を
育
て
る
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
人
づ
く
り

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
大
阪
を

世
界
の
楽
市
楽
座
に
！

Ⅱ
Ａ
で
人
工
衛
星
「
ま
い
ど
１
号
」
を
打
ち

上
げ
、
一
躍
世
界
の
人
に
。

　

青
木
さ
ん
の
著
書
「
ま
い
ど
！
」
が
そ
の

年
の
９
月
に
出
版
さ
れ
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
ま
で
の
奮
闘
記
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
社
会
へ
の
貢
献
か
ら
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
ま
で
文
字
通
り
の
八
面
六
臂
の
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
動
力
を
お
伺
い
し

た
い
の
で
す
が
。

株式会社アオキ　代表取締役
四條畷市観光大使・東大阪市モノづくり親善大使

青木 豊彦氏

特  集

01出会いは一瞬、つきあいは一生

長
引
く
円
高
、
デ
フ
レ
経
済
が
続
く

中
、〝
失
わ
れ
た
20
年
〟
と
も
云

わ
れ
る
日
本
経
済
。
最
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
た
中
小
企
業
、
そ
の
中
で
、
日
本

の
中
小
企
業
が
持
つ
世
界
に
誇
れ
る
優
秀

な
技
術
力
は
日
本
の
将
来
の
大
き
な
鍵
を

握
る
。

　

中
小
企
業
の
町
工
場
、
当
初
約

８
０
０
０
社
が
集
中
す
る
東
大
阪
。「
東

大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
を
元
気
に
し
た
い
」

「
若
者
に
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
の
想
い
か
ら
２
０
０
２
年
12

月
、
発
起
人
の
㈱
ア
オ
キ
の
青
木
豊
彦
さ

ん
が
中
心
と
な
り
、
東
大
阪
宇
宙
開
発

協
同
組
合
を
設
立
。
中
小
企
業
の
ま
ち
、

東
大
阪
の
技
術
を
結
集
し
て
、
小
型
人

工
衛
星
の
打
ち
上
げ
を
計
画
。
組
合
の

設
立
か
ら
丸
７
年
を
経
て
、
様
々
な
苦
難

を
経
て
「
ま
い
ど
１
号
」
が
宇
宙
に
飛
び

立
っ
た
。

　

青
木
さ
ん
の
宇
宙
と
の
出
合
い
と
夢
の

原
点
は
、
小
学
校
の
時
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
映
画
や
、
大
阪
万

博
で
み
た
「
月
の
石
」
を
通
し
て
出
合
っ
た

〝
航
空
宇
宙
〟。
今
、
航
空
宇
宙
産
業
を

東
大
阪
の
地
場
産
業
に
と
、
旺
盛
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
と
実
行
力
で
夢
の
実
現
に
挑

ん
で
い
る
。

　

も
と
も
と
農
業
用
の
機
械
部
品
製
造

が
主
だ
っ
た
先
代
の
会
社
で
「
モ
ノ
づ
く

り
に
は
プ
ラ
イ
ド
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
新
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
ロ

ボ
ッ
ト
部
品
や
航
空
機
器
部
品
へ
進
出
を

果
し
、
世
界
的
航
空
機
メ
ー
カ
ー
の
ボ
ー

イ
ン
グ
社
の
認
定
工
場
に
押
し
上
げ
た
。

航
空
宇
宙
産
業
を
東
大
阪
の
地
場
産
業

に
し
た
い
想
い
が
「
ま
い
ど
１
号
」
の
打

ち
上
げ
に
、
そ
し
て
「
若
者
が
モ
ノ
づ
く

り
に
魅
力
を
感
じ
、
東
大
阪
を
、
さ
ら
に

は
大
阪
を
〝
モ
ノ
づ
く
り
の
世
界
の
楽
市

楽
座
〟
に
し
た
い
」
と
、
様
々
な
試
練
を

乗
り
越
え
な
が
ら
新
し
い
挑
戦
に
向
か
っ

て
走
り
続
け
て
い
る
。

　

昨
年
５
月
、
長
年
住
み
続
け
て
い
る
四

條
畷
市
よ
り
観
光
大
使
に
任
命
さ
れ
た
青

木
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー
は
、
住
ん
で
い
る
地

域
、
企
業
へ
の
社
会
貢
献
に
も
人
一
倍
の

努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

　
〝
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
人
づ
く
り
〟
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
新
た
な
挑
戦
を
し
続
け
る
青
木

豊
彦
さ
ん
に
熱
い
想
い
を
伺
っ
た
。

ふるさと人物紀行

出
会
い
が
財
産

人
も
街
も
元
気
が
大
切
　

世
界
の
中
で
大
阪
が

す
べ
て
に
一
番
！

─
昨
年
５
月
に
四
條
畷
市
の
観
光
大
使
に

任
命
さ
れ
た
の
で
す
が
、
２
０
０
９
年
１
月
、

東
大
阪
の
町
工
場
か
ら
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
Ｈ
・



04 特集 1　ふるさと人物紀行　すてきな人たち

青
木　

丁
度
私
が
東
大
阪
宇
宙
開
発
協
同

組
合
を
設
立
、
東
大
阪
か
ら
人
工
衛
星
を

打
ち
上
げ
る
計
画
を
し
た
頃
に
私
の
息
子

が
大
学
を
出
て
直
ぐ
入
社
し
た
の
で
す
が
、

会
社
の
こ
と
は
全
て
任
せ
っ
き
り
で
、
結
果

的
に
は
会
社
の
方
は
息
子
が
見
事
に
経
営

に
携
わ
り
、
自
立
。
今
で
は
私
の
方
が
邪

魔
な
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。
ロ

ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
の
頃
よ
り
今
の
方
が
、
多

忙
で
世
界
と
日
本
各
地
の
講
演
も
年
60
回

以
上
に
。
多
く
の
人
と
の
出
合
が
財
産
に

な
って
い
ま
す
ね
。
私
自
身
は
、
高
校
を
卒

業
し
て
直
ぐ
に
父
の
会
社
に
入
社
。
当
時
、

農
業
用
機
械
を
製
造
す
る
小
企
業
で
し
た

が
、
１
９
９
５
年
に
二
代
目
社
長
に
就
任
と

同
時
に
社
名
を
㈱
ア
オ
キ
に
変
更
、
同
年
、

大
阪
府
海
外
交
流
研
究
会
を
立
ち
上
げ
会

長
に
就
任
し
、
航
空
機
の
部
品
製
造
に
進

出
。
１
９
９
７
年
に
は
世
界
的
な
、
航
空
機

メ
ー
カ
ー
の
ボ
ー
イ
ン
グ
社
認
定
工
場
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
時
の
東
大
阪
の
町
工
場
で
は
若
者
が

少
な
く
、
少
し
で
も
若
者
に
モ
ノ
づ
く
り
に

魅
力
を
感
じ
東
大
阪
で
働
い
て
も
ら
い
た
い

想
い
か
ら
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
を
実
現

さ
せ
よ
う
と
、
東
大
阪
の
中
小
企
業
で
東

大
阪
宇
宙
関
連
開
発
研
究
会
を
立
ち
上
げ

（
２
月
）、
そ
の
年
の
12
月
に
は
東
大
阪
宇

宙
開
発
協
同
組
合
を
設
立
し
理
事
長
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
開
発
予
算
や
技
術
開
発
の
問

題
か
ら
２
０
０
５
年
に
理
事
長
を
退
任
し
、

２
０
０
８
年
、
有
限
責
任
事
業
組
合
航
空

宇
宙
開
発
ま
い
ど
を
設
立
。
会
長
に
就
任
、

２
０
０
９
年
１
月
、
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
Ｈ
・
Ⅱ
Ａ

で
、
人
工
衛
星
「
ま
い
ど
１
号
」
の
打
ち
上

げ
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

紆
余
曲
折
の
苦
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、

人
工
衛
星
打
ち
上
げ
は
手
段
で
あ
って
結
果

で
は
な
く
、
２
０
１
２
年
２
月
に
は
、
初
の

無
人
機（
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
）を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
エ
ア
ー

シ
ョ
ー
に
出
展
す
る
な
ど
今
も
夢
の
続
き
に

挑
ん
で
い
ま
す
。
私
の
夢
の
挑
戦
は
こ
れ
か

ら
や
と
思
って
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
３
月
に

九
州
・
宮
崎
市
に
新
事
業
所
「
ま
い
ど
技

術
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
農
業
法
人
の
新

し
い
業
務
を
開
拓
中
で
す
。

大
阪
を
世
界
の
モ
ノ
づ
く
り
の

拠
点
、
楽
市
楽
座
に
！

─
青
木
さ
ん
の
想
い
は
、
地
域
社
会
に
も
中

小
企
業
の
こ
れ
か
ら
に
も
共
通
す
る
重
要
な

課
題
と
し
て
、
旺
盛
な
発
想
力
と
実
現
に

向
け
て
の
卓
越
し
た
実
行
力
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
と
企
業
へ
の
抱
負
を
お
伺
い
し

た
い
の
で
す
が
。

青
木　
ま
い
ど
１
号
の
実
現
ま
で
、
随
分
と

遠
回
り
し
た
様
に
想
い
ま
す
が
、
そ
の
都

度
、
人
と
の
出
合
い
が
財
産
で
し
た
ね
。
技

術
力
は
勿
論
大
切
で
す
が
、
物
事
を
共
有

出
来
る
人
と
の
出
合
い
が
大
切
で
す
。

　

36
年
住
ん
で
い
る
四
條
畷
市
よ
り
観
光

大
使
を
任
命
さ
れ
た
の
で
す
が
、
四
條
畷

は
自
然
と
教
育
の
街
。
私
は
四
條
畷
を
人

と
人
の
交
流
拠
点
の
も
て
な
し
の
場
に
と
思

い
ま
す
ね
。

　

旧
い
お
つ
き
合
い
の
方
の
紹
介
で
、
す
ば

ら
し
い
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
シ
ェ
フ
に
お
会
い
し

ま
し
た
。
こ
の
1
月
中
旬
に
忍
ケ
丘
駅
近
く

で
お
店
を
開
店
さ
れ
ま
す
が
期
待
を
し
て
い

ま
す
。

　

街
お
こ
し
は
や
は
り
ス
タ
ー
が
必
要
で
す

ね
。
歴
史
と
自
然
と
文
化
の
街
お
こ
し
に
は

人
お
こ
し
が
重
要
で
私
の
信
条
で
も
あ
り
ま

す
。
人
を
お
こ
せ
ば
街
お
こ
し
、
ま
た
次
の

人
お
こ
し
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
次
々
と
湧
い
て
き

ま
す
。

　

私
の
会
社
も
企
業
の
成
長
戦
略
の
一
つ
と

し
て
無
人
機
製
作
に
取
り
組
み
、
開
発
費

も
約
一
億
円
を
投
資
、
開
発
中
で
す
。
㈱

ア
オ
キ
の
方
は
東
大
阪
の
会
社
と
宮
崎
に

事
業
所
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
本
格
的
に
、

新
産
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
社
の

方
は
後
継
者
が
し
っ
か
り
守
っ
て
く
れ
て
お

り
、
私
の
夢
への
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
ま
す
。

─
我
々
企
業
人
に
と
り
ま
し
て
、
元
気
と

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
提
言
は
本
当
に
共

感
と
共
鳴
を
も
っ
て
お
聞
か
せ
頂
い
た
様
に

思
い
ま
す
。

　
〝
ま
い
ど
１
号
は
中
小
企
業
の
レ
ジ
ェ
ン
ド

（
伝
説
）〟
そ
の
後
の
ご
活
躍
は
ま
さ
に
こ

れ
か
ら
の
中
小
企
業
の
大
き
な
糧
に
な
っ
た

よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

特集01　すてきな人たち（四條畷編）

青木豊彦氏 著　まいど! ～宇宙を呼
びよせた町工場のおっちゃんの物語

四條畷市観光大使に就任（Ｈ２４．４）

　

全
国
各
地
を
飛
び
廻
っ
て
東
奔
西
走
の
青
木
豊
彦

氏
、
各
地
で
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
を
講
演
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
原
動
力
は
青
木
氏
ご
自
身
の
人
間
力
。

町
工
場
の
人
た
ち
の
結
集
に
よ
る
人
工
衛
星
の
打
ち

上
げ
も
、
モ
ノ
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の
手
段
、
日
本

の
モ
ノ
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
若
い
人
た
ち
に
伝

え
た
い
想
い
が
常
に
原
点
。
旺
盛
な
発
想
力
、
そ
し

て
実
現
へ
向
け
て
の
あ
く
な
き
努
力
、
多
く
の
試
練

に
も
立
ち
向
か
う
志
、
豊
か
な
感
性
と
洞
察
力
で
多

く
の
出
合
い
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
を
愛
し
、「
大
阪
を
世
界
の
モ
ノ
づ
く
り
の
楽

市
楽
座
に
」
の
夢
は
ま
だ
通
過
点
。
中
小
企
業
の
こ

れ
か
ら
に
、
だ

れ
よ
り
も
未
来

を
感
じ
て
お
ら

れ
る
。

　

青
木
さ
ん
の

好
き
な
言
葉
に

凝
縮
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
出

合
っ
た
人
、
技

術
力
の
有
る
人

を
大
切
に
さ
れ

て
い
る
。

（
文
責 

加
藤 

忠
廣
）

  

出
合
い
は
一
瞬
、

　
　 

つ
き
あ
い
は
一
生

取

材

後

記
取材を終え、協会広報役員と（H24.11.7）
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「
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
日
の
丸
が
上
が
り
ま

す
！
」
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
世
界

的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
日
本
中
の
多
く
の

人
が
待
ち
焦
が
れ
る
瞬
間
で
す
。

　

私
達
は
こ
の
よ
う
な
時
に
は
「
日
の
丸
」

を
日
本
の
国
旗
だ
と
強
く
認
識
す
る
の
で
す

が
、
そ
の
割
に
は
「
日
の
丸
」
の
こ
と
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

実
は
、「
日
の
丸
」
が
日
本
の
国
旗
で
あ

る
こ
と
を
正
式
に
法
律
で
定
め
た
の
は
ほ
ん

の
少
し
前
、
１
９
９
９
年
の
こ
と
で
し
か
な
い

と
聞
け
ば
、
驚
か
れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
は
る
か
古
代
よ
り
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
、

つ
ま
り
太
陽
神
を
最
も
尊
宗
し
て
き
ま
し

た
し
、か
の
聖
徳
太
子
が
随
への
使
者
に
「
日

の
出
ず
る
処
の
天
子
…
」
で
始
ま
る
書
簡

を
持
って
行
か
せ
た
よ
う
に
、「
日
の
本
の
国
」

と
い
う
こ
と
強
く
意
識
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
象
徴
と
し
て
「
日
の
丸
」
を
か
な

り
早
く
か
ら
朝
廷
や
時
の
権
力
者
が
使
って

い
ま
し
た
が
、そ
の
多
く
は
「
赤
地
に
金
丸
」

で
し
た
。

　

周
囲
を
海
で
囲
ま
れ
、
外
国
と
の
交
流

を
殆
ど
拒
絶
し
て
き
た
我
が
国
が
「
国
と
し

て
の
旗
」
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
の
は
、
嘉

永
6
年
（
１
８
５
３
年
）
の
ペ
リ
ー
の
来
航
に

よ
っ
て
で
す
。
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
欧

米
列
強
か
ら
の
開
国
要
求
で
、
時
の
幕
府

は
船
に
つ
け
る
「
国
旗
」
を
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
当
初
老
中
達
が

決
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
、「
大お

お
な
か
ぐ
ろ

中
黒
」
つ

ま
り
白
地
に
黒
の
横
一
文
字
と
い
う
も
の
で

し
た
。
こ
れ
は
徳
川
家
の
先
祖
に
当
た
る

新に
っ
た田

氏し

の
旗
印
で
す
。も
し
こ
の
ま
ま
決
ま
っ

て
し
ま
い
今
も
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
何
と
味
気
の
な
い
国
旗
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
一
大
事
に
薩
摩
の
島し

ま

津づ

斉な
り

彬あ
き
らが

、
琉
球
貿
易
に
使
用
し
て
い
た
「
白
地

に
赤
丸
」
つ
ま
り
「
日
の
丸
」
を
強
く
推
し
、

そ
の
意
見
が
通
っ
て
現
在
の
「
日
の
丸
」
が

我
が
国
の
船
旗
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て

こ
れ
を
明
治
3
年
の
太
政
官
布
告
で
追
認

し
た
ま
ま
、慣
例
的
に
日
本
の
旗
と
し
て
使
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
敗
戦
を
通

じ
て
、「
日
の
丸
」
こ
そ
あ
の
不
幸
な
時
代

の
象
徴
だ
と
し
て
こ
れ
の
掲
揚
を
批
判
す
る

人
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
で
教
育
現
場
や
一

般
社
会
に
お
い
て
事
件
が
起
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
も
そ
も
日
本
の
政
府
と
し
て
正

式
に
国
旗
と
定
め
ぬ
ま
ま
長
い
年
月
を
放
置

し
て
き
た
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
こ
と
に
鑑か

ん
が
み
、
故
小
渕
首
相
の
時
代

に
国
会
で
「
日
の
丸
」
を
正
式
に
国
旗
と
定

め
た
の
が
１
９
９
９
年
の
こ
と
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
紆う

よ余
曲き

ょ
く
せ
つ折
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
法
的
に
も
日
本
の
旗
と

な
っ
た
訳
で
す
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
次
代
を

担
う
人
達
に
も
し
っ
か
り
と
伝
え
て
ゆ
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
時
だ
け
意
識
す
る
の

で
は
な
く
…
。

会 員 状 況 《
表
紙
写
真
》

伏
見
稲
荷
大
社

撮
影
：
加
藤　

忠
廣

　

全
国
に
3
万
社
も
あ
る
稲
荷
神
社
の
総

本
宮
で
す
。
創
建
は
７
１
１
年
で
、
お
稲

荷
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

商
売
繁
盛
の
神
様
と
し
て
有
名
な
伏
見
稲

荷
は
、
た
く
さ
ん
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
千
本

鳥
居
や
、
参

道
が
摩
訶
不

思
議
な
空
間

を
創
り
だ
し
、

ち
ょ
っ
と
異

空
間
に
い
る

様
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

区　分

守 口 地 区

門 真 地 区

大 東 地 区

四條畷地区

管　　　外

合　　　計

法人会員

（627）社 （439）人577 402

（561）社 （409）人535 372

（466）社 （297）人457 294

（158）社 （163）人157 163

（17）社 （91）人14 90

（1,829）社 （1,399）人1,740 1,321

個人会員

H25.1.1現在　（　）内はH24.1.1

ひ ろ  ば

国
旗
の
由
来箕

面
・
学
問
の
道
「
時
習
堂
」　
　
　

館  

長
　 

北  

山
　 

顕  

一

北山 顕一氏　略歴
昭和２１年奈良県生まれ。　昭和４４年関西学院
大学卒業、同年松下電器（現パナソニック）入社。
「２５人抜き」として話題になった山下俊彦社長の
秘書もつとめ、その後ビデオ事業部事業部長、大
阪松下ＬＥＣ㈱社長、松下幸之助商学院学院長な
どを歴任。平成１８年定年退職。現在　箕面・学問
の道「時習堂」館長、㈱あさひ（東証一部）監査役、
パナソニックマーケティングスクール特別講師

〈おおなかぐろ〉
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「
今
を
生
き
る
」 

門
真
税
務
署 

総
務
課
長
　
　
藤  

川
　
裕  

史

春
秋
の
檻

  

―
獄
医
立
花
登
手
控
え
―

　

十
五
年
程
前
に
手
に
し
た
こ
の
本
が

き
っ
か
け
で
、
時
代
小
説
の
世
界
に
踏

み
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

藤
沢
周
平
が
著
名
な
作
家
で
あ
る
こ

と
を
、
当
時
の
私
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
読
み
始
め
る
と
、
巧
緻
な

筆
致
や
叙
情
に
富
ん
だ
作
品
世
界
に
魅

せ
ら
れ
、
殆
ど
の
作
品
を
読
破
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
他
の
時
代

小
説
作
家
の
作
品
を
も
手
当
た
り
次
第

読
み
あ
さ
り
ま
し
た
。

　

時
代
小
説
に
関
し
、「
歴
史
に
興
味

が
な
い
、
ま
し
て
や
チ
ャ
ン
バ
ラ
な
ん

て
…
」「
部
屋
住
み
？
床
見
世
？
大
籬
っ

て
何
？
」「
古
い
因
習
が
わ
か
り
に
く

い
」
と
思
う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

時
代
の
流
れ
の
中
で
人
の
生
活
や
考

え
方
は
ど
ん
ど
ん
変
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
を
思
う
親
、
友
情
、
上
司

と
部
下
、
男
と
女
、
人
の
内
部
や
本
音

は
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も
何
も
変
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
真
相
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

歴
史
の
“場
”
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
根
底
に

あ
る
も
の
が
、
よ
り
見
え
て
く
る
こ
と

も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

ま
ず
は
一
冊
ど
う
ぞ
。

My Book
私の一冊

門真税務署
法人課税第六部門

統括国税調査官

太田 千恵

ら  う  ん  じ
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

総
務
課
長
の
藤
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
門
真
納
税
協
会
の
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
署
の
運
営
や
正

し
い
税
知
識
の
普
及
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
は
映
画
に
興
味
が
お
あ
り
で

し
ょ
う
か
？

　

映
画
好
き
の
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
そ
れ

ぞ
れ
に
印
象
に
残
っ
た
映
画
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
に

見
た
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
映
画
に
つ
き

ま
し
て
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
私
は
映
画
好
き
で
す
が
、
映

画
通
か
と
い
う
と
決
し
て
映
画
通
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
こ
の
映
画
は
、
た
ま
た
ま
、
友

人
に
誘
わ
れ
見
た
映
画
で
あ
り
、
最
近
よ

く
見
る
映
画
と
言
え
ば
、
子
供
の
影
響
か

ら
か
、「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
」や「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」と
い
っ
た
ア
ニ
メ
系
が
主
流
と
な
っ
て
お

り
、
幾
分
気
持
ち
も
若
返
り
つ
つ
あ
る
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
横
道
に
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
の
映
画
の
内
容
は
、
全
寮
制
の
学
校

に
赴
任
し
て
き
た
教
師
と
生
徒
の
物
語
で
あ

り
ま
す
。

　
「
厳
格
な
規
則
に
縛
ら
れ
て
日
々
学
園
生

活
を
送
っ
て
い
た
生
徒
の
前
に
、
新
学
期
を

迎
え
赴
任
し
て
来
た
英
語
教
師
が
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
風
変
わ
り
な
授
業
を
始
め
た
。

　

最
初
の
う
ち
は
生
徒
も
戸
惑
っ
て
い
た
も

の
の
、
次
第
に
慣
れ
、
行
動
力
を
刺
激
さ
れ
、

新
鮮
な
考
え
に
目
覚
め
、
教
師
と
の
信
頼

関
係
も
芽
生
え
て
いっ
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
生
徒
が
教
師
は
当
学

校
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
学
生
時
代
に
あ
る
ク
ラ

ブ
を
作
って
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　

生
徒
は
、
そ
の
ク
ラ
ブ
を
再
会
さ
せ
、
ク

ラ
ブ
を
通
し
て
、
自
ら
が
語
り
合
う
こ
と
で

自
分
が
な
り
た
い
も
の
が
な
に
か
を
自
覚
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
行
動
し
始
め
て

いっ
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
俳
優
を
目
指
し
て
い
た
あ

る
生
徒
が
、
夢
に
向
か
う
こ
と
に
対
し
、
親

の
反
対
を
受
け
、
他
の
学
校
に
転
校
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
と
と
な
り
、
そ
れ
を
機
に
自
ら

の
命
を
絶
って
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
事
件
の
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
教
師

が
学
校
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

学
校
を
去
る
日
、
生
徒
が
校
長
の
制
止
も

聞
か
ず
、
せ
め
て
も
の
抵
抗
と
し
て
、
机
の

上
に
立
ち
教
師
を
見
送
る
。」

と
いっ
た
物
語
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
映
画
は
、
１
９
８
９
年
に
上
映
さ
れ
、

主
演
は
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
ナ
イ
ト
ミ
ュー

ジ
ア
ム
の
ル
ー
ズ
ベル
ト
役
の
ロ
ビ
ン
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
ア
ク
シ
ョン
も
の
で
も
な
く
、
Ｓ
Ｆ

も
の
で
も
な
く
、
単
な
る
学
園
生
活
も
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、
学
校
を
去
る
時
の
あ
の

笑
顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
映
画
が
伝
え
た
い
も
の
を
私
な
り
に

理
解
し
た
こ
と
は「
自
分
な
り
に
考
え
今
を

一
生
懸
命
生
き
な
さ
い
」と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

過
去
を
振
り
返
り
反
省
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
が
、「
く
よ
く
よ
し
な
い
」、
規
則
に

縛
ら
れ
た
Ｙ
Ｅ
Ｓ
マン
で
は
な
く「
自
ら
も
考

え
行
動
す
る
」、
未
来
ば
か
り
を
見
つ
め
る

の
で
は
な
く「
現
状
を
認
識
し
、
将
来
を
考

え
る
」と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
仕
事
・
家
庭
に
お
い
て
、
な
か

な
か
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
で
も
こ
の
映
画
で
憶

え
た
言
葉
、
映
画
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る「
今

を
生
き
る
」を
信
条
と
し
て
日
々
努
力
し
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
確

定
申
告
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
本
年
も
ご

協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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確定申告会場

門真税務署の確定申告会場は
「守口門真商工会館」です

開設期間　２月４日（月）～３月１５日（金）
※土・日・祝日を除く（但し、2月24日（日）及び

3月3日（日）は開設しております。）
(注) この期間中は門真税務署庁舎内では

申告相談を行っておりませんのでご注意ください。

開設時間　午前9時～午後5時
所 在 地　門真市殿島町6−4

※当会場では納税はできません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（お近くの金融機関等をご利用ください。）

開設期間中は、門真税務署庁舎内では作成済みの申告書等の受付（提出）、納税、納税証明書の発
行及び用紙の交付のみを行います。

【なお、開設期間中の土・日・祝日は、申告書等の受付（提出）、納税、納税証明書の発行及び用紙の
交付は行っておりません。】

※守口門真商工会館の確定申告会場では、電話によるお問い合わせはお受けしておりません。
※会場の都合により、午後4時ごろまでにお越しください。
※当会場には専用の駐車場がありませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。
※当会場に関するお問い合わせ先
　門真税務署　個人課税部門　TEL06-6909-0181（代表）
上記番号におかけいただくと自動音声によりご案内しております。
アナウンスに従い操作してください。

◆還付申告センター開設のご案内

門真市駅
京阪電車

至京橋 至枚方市

モ
ノ
レ
ー
ル

門
真
市
駅

近
畿
自
動
車
道

中
央
環
状
線

柳 町

菊水通2

消
防
署

税
務
署

コ
ー
ナ
ン

確定申告会場
守口門真
商工会館

163
163

開　設　日　時 会　　場 所　　在　　地

２月５日（火）～２８日（木）
午前9時30分～午後4時

【土・日・祝日は開設しておりません】

２月６日（水）～１５日（金）
午前10時～午後4時

（2月12日(火)を除く）
【土・日・祝日は開設しておりません】

２月５日（火）～１５日（金）
午前9時30分～午後4時

【土・日・祝日は開設しておりません】

大阪駅前
第２・第３ビル間

地下歩道

メセナひらかた６階

奈良県西奈良
県民センター

ＪＲ「北新地駅」東改札口
出て右側へ約60ｍ

京阪「枚方市駅」北口から
徒歩約５分

近鉄「学園前駅」から奈良交通
バス「登美ヶ丘１丁目」下車
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確定申告相談会場

◆「給与支払報告書」等の提出期限は、１月３１日(木)です
　給与等の支払者(源泉徴収義務者)は、給与の支払先すべてについて、「給与支払報告書（個人別明細書
と総括表）」を作成し、各市区町村へ提出してください。
　また、「給与所得の源泉徴収票」、「報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書」等の法定調書及び「給与所
得の源泉徴収票等の法定調書合計表」は税務署へ提出してください。
　なお、法定調書合計表などは、ｅ－Ｔａｘを利用して提出することができます。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

　問合せ先　　門真税務署（管理運営部門）電話　06-6909-0181

◆申告所得税・消費税及び地方消費税の納付には、
　振替納税が便利です！

◎振替納付日
　①申告所得税：平成25年４月22日（月）
　②消費税及び地方消費税（個人事業者）：平成25年４月24日（水）

◆平成24年分所得税の確定申告相談会場の日程表
●還付申告特設会場

●地区相談会場

※ 混雑の状況により、受付を早めに締め切る場合があります。

※ 混雑の状況により、受付を早めに締め切る場合があります。

会　　　　場

会　　　　場

大東市立市民会館
（2階大集会室）

守口地区
守口門真商工会館（2階大集会室Ｃ）

門真地区
守口門真商工会館（2階大集会室Ｃ）

大東市立市民会館（3階中会議室）

四條畷市商工会館（2階研修室）

四條畷市立市民総合センター
（1階展示ホール）

開催日程

開催日程

2月4日（月）

2月25日（月）～28日（木）

2月19日（火）～22日（金）

3月4日（月）～3月6日（水）

2月25日（月） ・ 26日（火）

2月5日（火）

2月6日（水）

2月7日（木）

2月8日（金）

2月12日（火）

2月13日（水）

2月14日（木）

2月15日（金）

受付時間

受付時間

 9:30～11：30

13:00～15：00

 9:30～11：30

13:00～15：00
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税制改正のおしらせ

公的年金等を受給されている方へ
～平成23年税制改正のおしらせ～

　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下（※１）で、かつ、公的
年金等に係る雑所得以外の所得金額（※２）が20万円以下である場合に
は、所得税の確定申告をする必要がなくなりました。

■この場合であっても、所得税の還付を受けるための確定申告書
を提出することができます。

■公的年金等に係る雑所得以外の所得があり、その所得金額が
20万円以下で所得税の確定申告が必要ない場合であっても、
住民税の申告が必要な場合があります。住民税に関して詳しい
ことはお住まいの市区町村におたずねください。

※１　複数から受給されている場合は、その合計額です。
※２　「公的年金等に係る雑所得以外の所得」で主なものの所得金額の計算方法は、次のとおりです。

所得の種類 所得の内容 所得金額の計算方法

給与所得

雑所得
（公的年金等以外）

一時所得

配当所得
※上場株式等に係る配当

所得の申告不要制度
を選択した場合は除き
ます。

給与・賞与、
パート収入など

個人年金、原稿料など

生命保険の
満期返戻金など

株式や出資の
配当など

給与等の収入金額 － 給与所得控除
なお、給与等の収入金額が85万円を超える場
合には、所得金額は20万円を超えることになり
ます。

総収入金額 － 必要経費

{ 総収入金額
－ 収入を得るために直接要した金額
－ 特別控除額（最高50万円）} × １／2

収入金額 － 株式などの元本取得に
要した負債の利子
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◆北河内府税事務所のご案内
■所 在 地：枚方市大垣内町２丁目 15 番１号（北河内府民センタービル内）
■担当区域：枚方市、寝屋川市、交野市、守口市、大東市、門真市、四條畷市
■取扱税目：法人府民税・法人事業税・地方法人特別税（国税）

個人事業税、不動産取得税、自動車税（軽自動車を除く）

◆府税に関するお問い合わせ窓口等
■自動車税コールセンター（自動車税に関するお問い合わせ）

電話：０５７０－０２０１５６
受付時間　９：００～１７：３０（土・日・祝日・年末年始を除く）
上記以外の時間は、自動音声案内による対応

■大阪府税テレフォンガイド（府税に関する下記の項目のお問い合わせ）
電話：０５７０－００３２０１
運用時間　２４時間３６５日
応答項目　●納期限・納税の方法　●納税証明　●個人事業税の口座振替

■府税のホームページ [ 府税あらかると ]
アドレス：http://www.pref.osaka.jp/zei/alacarte/
府税に関するＱ＆Ａや各種申請書等のダウンロードのほか公売についての案内もしています。

■大阪府北河内府税事務所　
電話：０７２－８４４－１３３１（代表）

北河内府税事務所からのお知らせ

府税事務所に総合受付窓口を設置しています
○府税事務所にお越しの際は、まず総合受付窓口にお越しください。

・法人の申告書等の受付、納税証明書の交付請求書の受付、自動車税減免申請書
の受付など、民間委託先の職員が対応いたします。個別の相談については、担
当課をご案内します。

・納税証明書や自動車税の納付書を請求されるときは、１７時３０分までにお越しく
ださい。

・申告されてから 1 週間以内に納税証明書を請求されるときは、お手数ですが、
申告書の控えと領収証をお持ちください。

○自動車税納税証明書（継続検査・構造等変更検査用）自動発行機を、
ご利用ください。
・自動発行機に登録番号と車台番号の下 4 桁を入力していただくことにより、納税

証明書が発行されます。
・未納の場合は、納付書作成画面に納付予定日を入力（入力日には制限があります）

していただくことにより、府税事務所管理課の窓口で納付書を受け取ることがで
きます。この納付書で納付いただきますと、納付書と一連になっている納税証明
書がお使いいただけます。

・翌年の 6 月までに検査有効期限が到来するもののみ納税証明書が発行されます。



11名所百景 ところどころ

し
て
、
八
尾
に
抜
け
て
い
く

道
。
沿
道
の
市
内
に
は
府

立
四
條
畷
高
校
、
府
立
四

條
畷
保
健
所
が
あ
り
ま
す
。

古
堤
街
道

　

大
阪
…
京
橋
か
ら
東
に

大
東
市
住
道
を
経
て
、
田

原
地
区
に
入
り
、
奈
良（
大

和
）へ
続
く
道
で
、
今
で
も

田
原
城
の
北
側
に
流
れ
る

北
谷
川
沿
い
に
街
道
が
走

り
、
住
吉
神
社
を
通
じ
る

古
道
が
残
っ
て
い
ま
す
。
同

神
社
境
内
に
は
、
大
阪
府

指
定
の
石
風
呂
や
元
和
８

年（
１
６
６
２
）銘
の
十
三
仏

像
が
あ
り
ま
す
。

東
高
野
街
道

　

京
都
の
東
寺
か
ら
空
海

（
弘
法
大
師
）が
苦
難
の
末

切
り
開
い
た
和
歌
山
県
の

高
野
山
へ
と
続
く
道
。
市
内

は
讃
良
川
の
新
橋
か
ら
忍
ヶ

丘
駅
前
を
通
り
、
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
歴
史
民

俗
資
料
館
を
通
り
、
和
田

賢
秀
公
墓
前
を
通
る
道
で
、

歴
史
民
俗
資
料
館
前
に
当

時
の
街
道
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

磐
船
街
道

　

交
野
か
ら
天
野
川
に
沿
っ

て
、
田
原
地
区
に
続
く
街

道
で
、
江
戸
時
代
に
貝
原

益
軒
が
遊
行
記
「
南
遊

紀
行
」
に
著
し
た
街
道
で
、

磐
船
神
社
を
経
て
田
原
に

入
り
、
清
滝
街
道
を
通
って

四
條
畷
へ
入
っ
た
と
記
さ
れ
、

田
原
の
里
を
〝
ま
ほ
ろ
ば
の

里
〟
桃
源
郷
と
記
し
て
い
ま

す
。

〈
資
料
協
力
〉

四
條
畷
市
史
・
産
業
労
働
観
光
課
・
四

條
畷

あ
っ
ち
こ
っ
ち
「
ち
ょ
こ
旅
」
よ
り
掲
載

清
滝
街
道

　

四
條
畷
を
東
西
に
走
る

街
道
で
、
蔀
屋
か
ら
始
ま

り
。
逢
阪
・
田
原
地
区
を

越
え
て
、
奈
良
に
つ
な
が
る
、

昔
か
ら
四
條
畷
に
と
っ
て
も

大
阪
か
ら
奈
良
を
結
ぶ
重

要
な
道
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
中
野
で
東
高
野
街
道
と
、

下
田
原
で
磐
船
街
道
と
交

差
し
て
い
ま
す
。
今
で
も
数

多
く
の
道
し
る
べ
や
地
蔵
が

あ
り
、
街
道
の
近
く
に
残

る
多
く
の
史
跡
や
文
化
財

が
往
時
の
隆
盛
を
物
語
り
、

正
法
寺
跡
や
国
中
神
社
が

あ
り
ま
す
。

河
内
街
道

　

枚
方
を
起
点
に
寝
屋
川

市
高
宮
を
南
下
し
、
砂
・

岡
山
地
区
の
境
界
を
横
断

見
ど
こ
ろ
一
杯
の
畷な

わ
て

の
散
策
路

四
條
畷
八
景
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
四
條
畷
市
内
に
は
、
街
道
沿
い
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
む
名
所
旧
跡
の「
四
條
畷
八
景
」

が
あ
り
ま
す
。

　

八
景
に
は
①
室
池
②
権
現
の
滝
③
飯
森
霊

園
の
桜
④
飯
森
桜
⑤
四
條
畷
神
社
⑥
小
楠

公
の
楠
⑦
室
池
散
策
路
⑧
緑
の
文
化
圏
が
あ

り
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
約
３
．
８

キ
ロ
の「
室
池
内
ま
わ
り
コ
ー
ス
」ま
た
約
５
．

３
キ
ロ
の「
室
池
外
ま
わ
り
コ
ー

ス
」で
室
池
・
緑
の
文
化
圏
を
散

策
で
き
ま
す
。「
堂
尾
池
コ
ー
ス
」

「
蟹
ヶ
坂
コ
ー
ス
」「
権
現
川
コ
ー

ス
」で
は
室
池
散
策
路
・
権
現
の

滝
に
で
あ
い
ま
す
。「
飯
盛
山
コ
ー

ス
」他　

初
心
者
か
ら
散
策
で
き

る
各
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
ま
す

の
で
、
四
季
折
の々
景
観
と
歴
史
、

文
化
を
楽
し
み
親
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

名所百景ところどころ　四條畷編　畷
なわて

の街道めぐり ぶらり畷
なわて

の
街道めぐり
歴史ロマン漂う四條畷

・清滝街道
・河内街道
・東高野街道
・古堤街道
・磐船街道
　金剛生駒山系を擁する四條畷は自然の
宝庫。国定公園の中にある室池の周辺は、
落葉樹の森の中に自然観察遊歩道が整備
され、春の新緑、秋の紅葉、冬の厳粛な眺め
など、四季折々に違う景観を見せてくれる。
昔、良質の天然氷を夏まで保存するための
「氷室(ひむろ)」があったことから、名付けられ
た池「室池」。古池、中ヶ池、砂溜池の３つの
池を指し、江戸時代の末期に地元村民の協
力で、10年もの歳月をかけて、水面積６、１
ha、深さ11ｍの新池が完成され、現在は４つ
の池の総称として「室池」と呼ばれ、周辺に
咲く四季折々の花々が訪れる人々を楽しま
せてくれます。
　そして、四條畷の歴史を物語る古代から
中世、近世、近代の史跡、文化財が多く、昔
を偲ぶ５つの街道があります。
主な街道として古（いにしえ）から多くの旅人
がこの街道を行き交ったことも畷が街道の
交差点と言われる所以です。清滝街道、東
高野街道、河内街道、古堤街道、磐船街道
をご紹介します。昔を偲んで街道を散策する
のも楽しみです。

清滝街道、東高野街道の道しるべ

昔
を
し
の
ぶ
街
道

　
　
　
歴
史
と
文
化
散
策
路
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広
報
部
会
ス
タ
ッ
フ

藤
本　

和
俊（
大
東
）　

東
坂　
　

巖（
大
東
）

竹
之
下
三
生（
守
口
）　

加
藤　

忠
廣（
門
真
）

中
原　
　

毅（
大
東
）　

今
平　

泰
宏（
四
條
畷
）

濵
上　

知
之（
守
口
）　

袰
川　
　

完（
守
口
）

津
田　

英
人（
守
口
）　

村
上　

光
史（
守
口
）

中
西　

正
憲（
門
真
）　

中
園　

隆
一（
門
真
）

田
村　

修
己（
門
真
）　

菊
地　

武
秋（
門
真
）

盛
田　

昭
一（
門
真
）　

中
島　

達
男（
大
東
）

田
中　

康
博（
大
東
）　

中
村　

真
也（
大
東
）

中
嶋　

啓
文（
大
東
）　

川
西　

勝
久（
四
條
畷
）

川
本　

佳
ニ（
四
條
畷
）　

梶
川　

良
一（
四
條
畷
）

田
村　

耕
作（
四
條
畷
）　

大
野　

明
彦（
四
條
畷
）

本
紙
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
は

広
報
部
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会員の皆様には、
未加入者の新規加入勧奨を

お願い致します。

TEL06-6908-0631 FAX06-6908-4872
納税協会ホームページURL

http://www.nk-net.co.jp/kadoma/

♢協会に加入されますと、税に関する最新情報・各種研究会・
無料税務相談・法律相談・内外税務研修等に参加できます。

四 條 畷 編
関
西
讃
岐
う
ど
ん
巡
礼
36
番
札
所

活い
け
め
ん
と
み
く
ら

麺
富
蔵
　
木
邨 

正
巳 

さ
ん 

（47）

JR
東
西
線 

四
條
畷
駅
よ
り
歩
い
て
３
分
、四
條
畷
神
社
門
前
近
く
の
楠
公
二
丁
目
に
あ
る
、う
ど
ん
創
作
和
食
、

一
品
料
理
の「
活
麺
富
蔵
」（
い
け
め
ん・と
み
く
ら
）は
、店
主
、木
邨
正
巳
さ
ん
の
見
事
な
料
理
に
魅
せ
ら
れ
て
２

年
前
の
開
店
以
来
、行
列
の
出
来
る
お
店
と
し
て
大
評
判
！
細
打
ち
な
が
ら
打
ち
立
て
の
う
ど
ん
の
コ
シ
と
旨
味
、

揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら
、自
家
製
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
出
汁
は
、う
ど
ん
通
に
は
た
ま
ら
な
い
味
と
食
感
で
、お
客
の
満

足
度
は
１
０
０
％
。開
店
早
々
よ
り
、う
ど
ん
好
き
フ
ァ
ン
に
よ
る
”讃
岐
う
ど
ん
巡
礼
“マ
ッ
プ
の
関
西
36
番
札
所

と
し
て
の
折
り
紙
つ
き
。料
理
の
品
数
、ト
ッ
ピ
ン
グ
メ
ニュ
ー
も
驚
く
ほ
ど
多
彩
で
、創
作
和
風
の
一
品
料
理
も
お

客
を
と
り
こ
に
す
る
。子
供
さ
ん
か
ら
若
い
人
、お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
富
蔵
の
フ
ァ
ン
で
い
つ
も
一
杯
！

う
ど
ん
の
楽
し
み
を
追
求
し
た
多
彩
で
味
わ
い
深
い
本
気
う
ど
ん
と
一
品
料
理
は
見
事
！
気
軽
に
寄
れ
て
好
み

の
う
ど
ん
と
旨
い
料
理
、そ
し
て
好
き
な
お
酒
が
楽
し
め
る
お
薦
め
の
人
気
店
で
す
。

住所 ： 四條畷市楠公2-8-26　TEL&FAX ： 072-862-4154
不定休（基本、月曜日がお休み）
営業時間 ： 11:００より
◆麺が売切れ次第終了　◆ラストオーダー20:30

〈正月の営業〉
元旦より6日まで、お昼のみの営業（15：00まで）
7日〜11日連休、12日より平常営業

〝
高
か
が
う
ど
ん 

さ
れ
ど
う
ど
ん
〟

心
を
満
た
す
味
の
も
て
な
し

　

郷
土
の
四
條
畷
で
生
ま
れ
育
っ
た
木
邨

さ
ん
は
、長
く
梅
田
の
阪
急
三
番
街
で
喫
茶

店
を
30
年
以
上
続
け
た
後
、半
年
か
け
て
日

本
中
を
廻
り
、四
国
の
讃
岐
う
ど
ん
と
巡
り

遭
っ
た
。讃
岐
う

ど
ん
に
魅
せ
ら

れ
て
ふ
る
さ
と

で
開
店
。店
名

は
祖
父
の
富
蔵

さ
ん
の
名
を
採
っ

て「
と
み
く
ら
」

と
名
付
け
家
族

の
絆
で
大
評
判

の
お
店
に
。

讃
岐
う
ど
ん
に

は
珍
し
く
細
麺

に
し
た
の
も
お
年
寄
り
や
子
供
さ
ん
に
も
食

べ
や
す
く
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
優

し
さ
か
ら
。注
文
を
受
け
て
か
ら
作
ら
れ
る

手
打
ち
う
ど
ん
は
新
鮮
そ
の
も
の
で
湯
が
き

た
て
も
嬉
し
い
本
気
う
ど
ん
が
真
骨
頂
！
当

店
の
人
気
メ
ニュー
は
、天
ぷ
ら
釜
あ
げ
う
ど

ん
、天
ぷ
ら
お
ろ
し
ぶ
っ
か
け
う
ど
ん
、竹
玉

天
付
釜
バ
タ
ー
う
ど
ん
に
明
太
子
う
ど
ん
が

人
気
。

富
蔵
お
薦
め
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
は
、

竹
天
付
明
太
子
釜
バ

タ
ー（
９
４
０
円
）、釜

バ
タ
ー
カ
レ
ー
う
ど
ん

（
１
３
５
０
円
）、ね

ば
旨
と
ろ
ろ
ぶ
っ
か

け
う
ど
ん（
９
９
０

円
）が
あ
る
。そ
の
他
、

冷
た
い
ま
ま
食
べ
ら

れ
る
和
牛
煮
肉
ぶ
っ
か
け（
１
１
３
０
円
）、天

ぷ
ら
釜
あ
げ
う
ど
ん（
１
１
４
０
円
）、和
牛

煮
肉
卵
と
じ
う
ど
ん（
１
１
８
０
円
）、竹
天

玉
天
付
釜
バ
タ
ー（
８
９
０
円
）も
お
薦
め
人

気
メ
ニュ
ー
。土
佐
高
知
で
生
ま
れ
た
生
し
ょ

う
が（
黄
金
虚
空
蔵
Ⅱ
）は
味
の
深
み
を
引

き
出
す
富
蔵
推
奨
の
自
慢
の
味
。ご
飯
は
、

う
ど
ん
の
出
し
汁
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り
の
炊

き
込
み
ご
飯
が
絶
品
で
、各
定
食
も
人
気
メ

ニュー
に
な
って
い
る
。

心
も
温
ま
る
一
品
料
理
の
数
々

　

富
蔵
の
人
気
の
秘
密
は
何
と
い
っ
て
も
多

彩
な
活
麺（
う
ど
ん
）の
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
品
数
。

新
鮮
な
魚
類（
エ
ビ
、イ
カ
等
）と
豊
富
な
旬

の
野
菜
。そ
し
て
味
付
け
抜
群
の
出
汁
が
特

徴
。そ
の
秘
密
は
利
尻
昆
布
、香
川
観
音
寺

沖
の
伊
吹
島
産
い

り
こ
、サ
バ
、う
る
め
、

目
近（
宗
田
鰹
）節
、

兵
庫
県
た
つ
の
市
の

無
添
加
醸
造
醤
油

数
種
を
使
用
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
出
し

汁
が
、し
っ
と
り
と
し

た
つ
や
と
こ
し
の
あ

る
ほ
ん
わ
か
と
し
た

う
ど
ん
の
美
味
を
さ
ら
に
引
き
出
し
、薬
味

も
自
由
に
好
み
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
使
用
出
来

る
の
も
嬉
し
い
。旨
味
で
炊
い
た
ご
飯
も
ま

た
味
わ
い
深
く
ヘル
シ
ー
で
美
味
。全
て
の
一

品
料
理
に
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ
り
が
見
事
反

映
さ
れ
た
お
店
と
し
て
、今
回
の
お
店
の
紹

介
役
の
田
村
耕
作
さ
ん
も
ぶ
ら
り
と
立
ち

寄
って
以
来
、富
蔵
の
常
連
に
。評
判
を
聞
き

つ
け
全
国
各
地
か

ら
の
お
客
も
多
く
、

文
字
通
り
千
客

万
来
の
お
店
。食
べ

て
納
得
、お
正
月

は
是
非
、一
度
立

ち
寄
っ
て
み
て
下

さ
い
。お
薦
め
し

ま
す
。

うどん巡礼36番札所 一品料理も最高の味！
打ち立て 湯がきたて うどん通うならせる味！

お薦めの一品　天ぷら付釜揚げうどん

木邨正巳さんとお店を切り盛りするご家族

おばんざいも人気

店主の木邨さんと
取材の広報部会役員
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税を考える週間報告

税
を
考
え
る
週
間
報
告

　
　
税
を
考
え
る
週
間
行
事
に
併
せ
て

　
　
　
　
　
　
管
内
で
多
彩
な
事
業
を
開
催
！

税金クイズとふれ愛コンサート

大阪桐蔭高等学校吹奏楽部のみなさんの演奏

H24.11.16　於 ： ホテル・アゴーラ大阪守口 H24.11.28　於 ： 大阪産業大学

H24.11.14　於 ： 四條畷市立市民総合センター

H24.12.5　於 ： 納税協会

税の作文朗読を行う四條畷南中学校と
大阪桐蔭中学校の生徒さん

指揮をする梅田先生

税金クイズに多数参加

納税表彰式 国税に関する講演会 作文表彰式

管
内
市
民
ま
つ
り
に
協
賛

税
の
Ｐ
Ｒ
・
税
金
ク
イ
ズ
等
を
実
施

○
四
條
畷
市
民
の
集
い
（
10
・
28
）

○
守
口
市
民
ま
つ
り
（
11
・
４
）

○
門
真
市
農
業
ま
つ
り
（
11
・
10
）
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部会だより  総務部会・広報部会・法人部会・個人部会・間税部会・青年部会

法
人
部
会

○
改
正
法
人
税
法
説
明
会
の
開
催

　

10
月
23
日
㈫
守
口

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、門
真
税
務
署
担

当
官
を
講
師
に
迎
え

て
、平
成
24
年
度
法

人
税
の
改
正
事
項
を

中
心
に
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
部
会

○
年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

　

11
月
21
日
㈬
守
口

文
化
セ
ン
タ
ー
、22
日
㈭

大
東
市
民
会
館
に
お
い

て
年
末
調
整
説
明
会

を
開
催
。担
当
者
よ
り
、

年
末
調
整
の
仕
方
に
つ

い
て
、給
与
支
払
報
告

書
の
作
成
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

間
税
部
会

○
工
場
見
学
会
の
開
催

　

11
月
８
日
㈭
恒
例

の
秋
季
見
学
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
と
大

関
株
式
会
社
を
見
学

し
、参
加
者
一
同
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

青
年
部
会

○
府
下
青
年
部
会
講
演
会
に
参
加

　

10
月
24
日
㈬
大
阪

府
下
ブ
ロッ
ク
講
演
会

に
参
加
。講
演
会
で

は
、「
今
後
の
世
界
情

勢
と
日
本
の
課
題
」の

テ
ー
マ
で
同
志
社
大
学 

法
学
部
長　

村
田
晃

嗣
氏
よ
り
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。

法
人
部
会

○
決
算
期
別
説
明
会
の
開
催

　

11
月
２
日
㈮
納
税

協
会
会
議
室
に
お
い

て
、門
真
税
務
署
担

当
官
を
講
師
に
迎
え

て
、法
人
決
算
に
お
け

る
留
意
事
項
、消
費

税
、印
紙
税
等
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

総
務
部
会

○
秋
季
特
別
研
修
会
の
開
催

　

10
月
26
日
㈮
秋
季

特
別
講
演
会
を
開
催
。

　

第
一
部
で
は
、パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
㈱
特
別
顧
問
の

谷
井
昭
雄
氏
よ
り
「
日

本
第
３
の
開
国
の
時
ー

技
術
の
日
本
、世
界
へ
貢

献
へ
」を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。

間
税
部
会

○
印
紙
税
研
究
会
の
開
催

　

11
月
26
日
㈪
納
税

協
会
会
議
室
に
於
い

て
印
紙
税
研
究
会
を

開
催
。

　

前
回
の
消
費
税
研

究
会
と
セ
ッ
ト
で
こ
れ

か
ら
も
春
と
秋
に
開

催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

青
年
部
会

○
青
年
の
集
い
京
都
大
会
に
参
加

　

11
月
29
日
㈭
青
年

の
集
い
京
都
大
会
に

参
加
。講
演
会
で
は
、

「
経
営
に
活
か
す
経

済
の
読
み
方
」の
テ
ー

マ
で
京
都
ホ
テ
ル
平
岩

孝
一
郎 

氏
よ
り
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。

法
人
部
会

○
特
別
研
修
会
の
開
催

　

11
月
21
日
㈬
ホ
テ

ル
ア
ゴ
ー
ラ
大
阪
守
口

会
議
室
に
お
い
て
、門

真
税
務
署
串
部
副
署

長
を
講
師
に
迎
え
て

「
税
務
の
職
場
の
職

務
研
修
」の
テ
ー
マ
で

研
修
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

総
務
部
会

○
地
区
別
役
員
会
の
開
催

　

10
月
中
旬
か
ら

12
月
に
お
い
て
４
地
区

（
守
口
・
門
真
・
大
東
・

四
條
畷
）の
役
員
会
を

開
催
。協
会
事
業
の
現

状
報
告
と
組
織
拡
大

に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

個
人
部
会

○
記
帳
説
明
会
の
開
催

　

11
月
26
日
㈪
、11
月

28
日
㈬
の
２
日
間
、納

税
協
会
会
議
室
に
於
い

て
税
理
士
を
講
師
に
、

平
成
26
年
度
か
ら
の
記

帳
と
帳
簿
等
の
保
存
制

度
の
変
更
の
説
明
会
を

門
真
税
務
署
と
共
催
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

青
年
部
会

○
年
末
講
演
会
の
開
催

　

12
月
６
日
㈭
松
心

会
館
会
議
室
に
於
い

て
、年
末
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
門
真
税
務
署

田
中
副
署
長
を
お
迎

え
し
「
税
務
雑
感
」を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。
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